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Virtual Network Master for AWS

　「クラウドを用いてサービスが提供
されるようになり、仮想化環境を含め
たトータルの通信品質を高精度で測定
する必要が生じています。アンリツでは
ハードウェアで提供しているネットワー
ク試験装置の機能の一部をクラウド用
ソフトウェアとして提供することにより
このニーズに応え、ネットワーク試験ソ
リューションを通信事業者だけでなく
データセンター関連などのより広い分野
のお客様にお使いいただけるようにし
たいと考えています」
　アンリツ サービスインフラストラク
チャーソリューション事業部 ソリュー
ションマーケティング部 課長の宮崎寿
郎氏は、同社が 10月に販売を開始し
た仮想ネットワーク測定ソリューション

「Virtual Network Master for AWS 
MX109030PC」（以下、「バーチャルネッ
トワークマスタ」と表記）の狙いを、こう
説明する。

アンリツでは、モバイルネットワー

クやコアメトロネットワークの通信品
質を手軽に評価できるハンドヘルドタ
イプの測定器「ネットワークマスタプ
ロMT1000A」（100Gbps 対 応 ）、「同
1040A」（400Gbps 対応）を展開、多くの
通信事業者や通信機器ベンダーに利用
されている。
　MT1000A/1040Aは、試験用のトラ
フィックの生成と通信品質（スループッ
ト、遅延、ジッター、パケットロス率な
ど）の測定の2つの機能を持っており、
ネットワーク上に対向で接続し、高精度
な通信品質の測定を可能にする。
　とはいえ、こうしたハードウェアベース
の測定器は仮想化環境への設置が難
しく、クラウドを含むネットワークの通
信品質を把握する上で課題となってい
た。その解決策として開発されたのが
バーチャルネットワークマスタだ。
　開発を担当した阿部高也氏はこの
製品を「MT1000A/1040Aの機能の
うちクラウドを含むネットワークの測定

に必要なものをAWS（Amazon Web 
Services）のアプリケーションとして実
装できるようにしました」と説明する。
　バーチャルネットワークマスタを導入
することで仮想環境に測定ポイントを
設定し、ネットワーク上のMT1000A/ 
1040Aと組み合わせて利用することで
仮想環境を含むネットワークの通信品
質を正確に評価できる（図表1）。
　異なるAWSのデータセンターで運用
されているアプリケーション間の通信
品質を、双方の拠点に導入されたバー
チャルネットワークマスタで測定すると
いった使い方も可能だ。
　バーチャルネットワークマスタの操
作・設定はWeb上から容易に行える。

片方向遅延の測定が可能
独立コアで安定した動作を実現
　クラウドを含むネットワークの通信
品質の評価には、オープンソースのネッ
トワーク測定ツールが広く用いられて
いるが、バーチャルネットワークマスタ
を導入すると、格段に高度な測定が可

能になる。
　その1つが片方向遅延の測定だ。
　クラウド環境に導入されたバーチャ
ルネットワークマスタはNTPサーバー
との時刻同期を行うことで、生成す
るすべての測定フレームに正確な時
刻情報を付加して送り出す。これを
MT1000A/1040Aで解析することでダ
ウンリンクの遅延時間を高い頻度で正
確に測定できる（図表2）。
　クラウド方向への通信（アップリン
ク）もGPSとの時刻同期機能を持った
MT1000A/1040Aにより、GPSの時刻
情報をフレームに付加して送出し、クラ
ウド上のバーチャルネットワークマスタ
で遅延時間を測定できる。
　これに対して、オープンソースのPing
で測定できるのは往復遅延に限られ、
測定間隔の設定も限定的であるため、
瞬間的な遅延時間の変化も把握しづ 
らい。
　また、バーチャルネットワークマスタ
は、アプリケーションに合わせた回線負
荷やフレームサイズを設定し、リアルな
条件下で試験を行うことができる。
　このような試験はオープンソースの
iPerfでも実施できるが、バーチャルネッ
トワークマスタではさらに、送信・受信
用として専用のコアを割り当てること
で、他のアプリケーションの影響を受け
ず、より安定したトラフィック生成と測定
を実現している点が大きな違いだ。
　アンリツでは今後、バーチャルネット
ワークマスタをAWSだけでなくGoogle 

CloudやMicrosoft Azureなど他のク
ラウドサービスにも対応させる考え。さ
らに「データセンターの仮想サーバーに
直接入れられるKVMタイプも2026年
にリリースする」（阿部氏）計画だ。

仮想化対応で広がる測定ニーズ
医療・金融、モビリティにも
　では、バーチャルネットワークマスタ
は、実際にどのような形で利用されるこ
とになるのか─。
　アンリツがバーチャルネットワークマ
スタの新たな需要層として期待をかけ
るのが「AWSのサーバーを使ってアプ
リケーションを稼働する企業」（阿部氏）
だ。特にネットワークに高い品質を求め
る医療、金融、製造業（工場）などでの
利用が有望だと見る。
　「クラウドサービスは基本的にベスト
エフォートですが、こうした用途でどこ
まで使えるのか指標を出して欲しいと
いう強いニーズをいただいています」（阿

部氏）という。
実際に異なるリージョンのクラウド

サーバーを利用してシステムの二重化
を図っている医療系企業のIT部門から

「バーチャルネットワークマスタで通信

アンリツ

クラウドを含む通信環境を正確に評価
バーチャル測定器で遅延もジッターも
アンリツがAWSのクラウド環境上で動作するソフトウェアベースのネットワーク測定ツールを開発、10月から販売を開始
した。仮想環境を含んだネットワークの品質を正確に把握でき、医療や金融、モビリティなど、高い信頼性が求められる分
野でのクラウド活用を支援する。AWS以外のクラウドやデータセンターでの利用も可能にする計画だ。

品質を可視化することでバックアップ経路
の信頼性評価や切替判断に活用できる
のではないか」という声が寄せられてい
るとのことだ。
　モビリティ（自動車）分野での活躍も
期待される。自動運転の実用化などに
向け、5G回線やクラウドを含めたエン
ド・ツー・エンドの通信品質を把握して
おくことでシステム設計の最適化、許容
レベルの判断などに利用できるからだ。
　これ以外にも、ローカル5Gで利用が
始まっているクラウドコアが、想定して
いるクラウド環境に導入できるかを検
証するなど、さまざまな利用法が考えら
れるとのこと。
　仮想化対応によるネットワーク測定
ニーズの拡大により、クラウドを活用す
る企業をはじめ、SIerや通信事業者の
クラウドサービス部門、データセンター
部門など幅広い層でバーチャルネット
ワークマスタが活用されていくことにな
りそうだ。
Amazon Web Services、AWS は Amazon.com, 
Inc. またはその関連会社の登録商標です。
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図表3　クラウドサーバー間の通信品質評価が可能
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図表1　仮想環境内の通信経路に測定ポイントを設定
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図表2　NTPを用いた時刻同期により片方向遅延の測定を実現
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（左から）アンリツ 通信計測カンパニー サー
ビスインフラストラクチャーソリューション事
業部 ソリューションマーケティング部 課長 
宮崎寿郎氏、同 主任 阿部高也氏
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